
































ンBタンパク質の合成量が閖値を越えると、 cdC2 キナーゼの活性化が始まる。 cdC2キナーゼの
活性がある程度上昇すると、抑制的りン酸化が解除されて、 cdC2キナーゼの活性化が魚激に進ん
で、分裂期への移行が起こる。同時にサイクリンBの分解が活性化され、 cdC2キナーゼが不活化
がもたらされて分裂期が終了する。また、 cdC2キナーゼ活性がある程度低下すると、抑制的りン
酸化が起こるようになり、引き続いてサイクリンBの蓄積が起こっても、 cdC2キナーゼ活性がす
ぐには上昇しない。このようにして生まれるCdC2キナーゼの周期的な活性化によって、一定間隔
で分裂期が起こるのである。
さらに私たちは、減数分裂周期の進行を再現する卵母細胞の無細胞系を確立し、これを用い
て、減数分裂周期における分裂期から分裂期への移行を可能にする条件を探った。分裂期の終了後
に再ぴ分裂期に移行するには、 cdC2キナーゼがいったん不活化された後、速やかに再活性化され
なけれぱならない。そのためには、上記の初期脛におけるCdC2キナーゼの活性制御のしくみから
すると、抑制的りン酸化が起こらなけれぱよい。実際、減数分裂期の卵母細胞では、 cdC2タンパ
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ク質の抑制拍りりン酸化が起こっていないことが報告されてぃる。従って、もし畏初の減数分列期が
終了した時点で、本来起こらないはずの抑制拍勺りン酸化が起これば、次の分列期に移1一するサにS
期が誘起されると考えられる。この仮説に基づいて私たちは、最初の分列期の終了時に、強制的に
CdC2タンパク質の抑制的りン酸化を引き起こした。その結果、 cdC2キナーゼ活性の動態が初期脛
型に変化し、これに伴って、実際にS期が誘起された。従って、減数分裂周期において2回の分列
期力珠売いて起こるのは、最初の分裂期終了後に、 cdC2タンパク質の抑制的りン酸化が起こらナい
ためにCdC2キナーゼの再活性化が速やかに起こってしまい、その結果、問期の時間がほとんどナ
くなってしまうためであることが明らかとなった。
以上のように、カエルの卵母細胞、初期脛における細胞周期の卸」御は、 cdC2キナーゼの活
性レベルに厳密に依存してなされている。また、 cdC2キナーゼ活性の亦動パターンは、いくっか
の、このキナーゼのフィードバツク市Ⅲ卸の組み合わせで説明されうるものである。
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